
 - 59 - 

12 地域教育コミュニティの基盤整備 

 

①施策の展開 地域教育コミュニティの推進 課名 地域教育振興課 

②取組概要 
各中学校区における拠点の整備や地域における指導者の養成

に努める。 

③構成取組 

(1) 地域教育協議会(20)活動推進事業 

(2) 学校支援地域本部事業(21) 

(3) 学校安全体制整備推進事業 

 

④取組計画 

(1) 寝屋川市地域教育協議会の中で、各中学校区地域教育協議会

の取り組みを情報交換し、地域間における違いの是正に努め

る。 

(2) 学校支援地域本部事業の大阪府補助金の減額に伴い、委託金

を減額して事業推進を図るとともに、事業成果が維持されるよ

う協議会代表者、コーディネーター等と連携し事業実施を行

う。 

(3) 市域における子どもの安全・安心を確立するため、より多く

のボランティアに安全見守り隊に参加してもらえるよう啓発

活動に努める。 

 

⑤取組実績 

(1) 寝屋川市地域教育協議会会議を開催し、各中学校区における

特色ある地域教育協議会事業の取り組みに関する情報交換を

行うとともに、中学校区から提出される事業報告に関する資料

等を積極的に情報提供し、地域間における違いの是正に努め

た。 
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＜地域教育協議会活動推進事業参加状況＞ 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

地域教育協議会 

（12 中学校区） 
47,579 人 42,471 人 43,596 人 

＜地域教育協議会活動推進事業内容＞ 

中学校区名 主な取組内容 

第一中学校区 ｽｸｰﾙﾈｯﾄﾌｪｽﾀ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｺﾝﾃｽﾄ・挨拶運動・広報紙発行 

第二中学校区 ふれあいｺﾝｻｰﾄ・一斉挨拶運動・広報紙発行 

第三中学校区 講演会・校外補導巡回・標語コンクール・ﾆｭｰｽ発行 

第四中学校区 ふれあいﾌｪｽﾀ・校区ｶﾚﾝﾀﾞｰ発行・「いくせい」発行 

第五中学校区 こども議会・すこやかﾌｪｽﾀ・5-GO ｻﾐｯﾄ・広報紙発行 

第六中学校区 ふれ愛まつり・講演会・挨拶運動・ﾆｭｰｽ発行 

第七中学校区 懇談講演会・一斉奉仕活動・挨拶運動・ﾆｭｰｽ発行 

第八中学校区 ｢八の集い｣・ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会・挨拶運動・広報紙発行 

第九中学校区 絵画ｺﾝｸｰﾙ・標語づくり・啓発ﾊﾟﾚｰﾄﾞ・広報紙発行 

第十中学校区 鉢かづきﾌｪｽﾀ・清掃活動支援・広報紙発行 

友呂岐中学校区 ともろぎﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ・標語づくり・広報紙発行 

中木田中学校区 ﾄﾞｯﾁﾞﾎﾞｰﾙと花火の夕べ・清掃活動・広報紙発行 

(2) 学校支援地域本部事業に関しては、委託金の減額を行った

が、関係各位との調整を図り事業が停滞することなく事業の成

果に繋げることができた。 

＜学校支援地域本部事業参加状況＞ 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

学校支援地域本部事業

（ボランティア延べ活動人数） 
138,152 人 103,979 人 98,707 人 

(3) 学校安全体制整備推進事業に関しては、ボランティアの資質

向上を図るため、寝屋川警察署と連携して、研修会を実施する

ことができた。また、見守り隊の登録者に対して腕章と呼子笛
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を配布し、市域においては子ども 110 番の旗を掲げてもらうよ

う啓発活動を行うことで、子どもの安全・安心に努めることが

できた。また、地域パトロールカーの運転手に対する研修会を

平日に加え土曜日にも開催し、多くのドライバーに対する研修

を行うことができた。 

＜学校安全体制整備推進事業取組状況＞ 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

見守り隊登録者数 

（24 小学校） 
5,309 人 5,268 人 5,303 人 

子ども 110 番協力件数 3,859 件 3,598 件 3,932 件 

地域パトロールカー 

年間稼働数 
101 日/校 101 日/校 105 日/校 

 

 

⑥評価 

(1)(2) 寝屋川市地域教育協議会会議で各中学校区間での積極

的な情報交換に努めた結果、市域全体としての取組が活性化

された。また、事務の簡素化に努めた結果、受託先及び事務

局の事務の軽減にも繋がることができた。 

学校支援地域本部事業については、補助金の減額により事

業推進が左右されることも想定され、今後は地域教育協議会

事業との統合も含め、検討していく必要がある。 

今後も学校と地域との連携を密にし、地域において特色を

活かした活動の推進をめざしていく。 

(3) 見守りボランティアのニーズを受け、新たに呼子笛をグッ

ズに加え、また地域パトロールカー運転手への研修会にも多

くのボランティアが参加したことで、学校・家庭・地域の連

携による子どもの安全体制づくりに広がりが見られた。今後

は、児童が事故や犯罪に巻き込まれないように「安全見守り
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隊」の登録者数の増加をめざしていく。 

 


